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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 従来より早期離床の重要性は認識されており，外科

領域においても種々の合併症予防のため，術後早期よ

りの離床がすすめられているが，実際には十分に実施

されているとは言いがたい．肺機能不全は術後合併症

の中でも頻度が高く，様々な予防法が検討されている

が，早期離床も有効な手段の一つと考えられる．以上

の立場より著者は実際の術後離床状況について，また

離床の程度による肺機能への影響について調査し，早

期離床と術後肺機能との関連について検討した．

 対象および方法

 当科において全身麻酔下に開腹手術を施行した成人

患者86名を対象とした．但し術前状態が不良な例や，

術後に重大な合併症を生じた例は除外した．予め患老

の半数には十分に説明して早期離床をすすめてある

が，すべて自発的行動にまかせた．離床程度を知るた

めに患者の運動量を万歩計を用いて，術後7日間毎日

測定した．肺機能の指標として，血液ガスを術前第

1，第3，第5，第7病日に，肺活量および1秒率を

術前と第7病日に測定した．

 結果

 1．術後の運動量は全体的には1日毎に増加してい

くが，同時に患者間の個人差も拡がっていった．術後

第3病日までの運動量は，年齢，性，疾患，手術時間

および術前の肺機能などによる影響は少なく，予め早

期離床について説明した患者には増加が認められた．

第4虚日以後の運動量には，手術時間の長い例，術前

の肺機能の低い例に減少がみられた．

 2．とくに合併症がなくとも術後に肺機能は低下し，

低酸素血症が生じた．このPaO、の低下は第3病日に

最大となり，回復するのに約1週間を要した．なお

PaCO2に変化は認められなかった．肺活量は第7病日

ではまだ低下していたが，1秒率に変化はなかった．

 3．術後早期（第1～第3白日）の運動量が多くなる

と，PaO、の低下も少なく，回復も早くなり，早期離床

は術後肺機能の低下を軽減すると考えられた．但し第

4病日以後に運動量が増加してもその効果はなかっ
た．

 4．術後PaO2の低下を軽減するのに心要な運動量

は，第2病日より離床し，トイレ歩行を行なう程度で

あり過大な量ではなかった．

 結論

 術後早期より離床を開始することにより，術後に見

られる肺機能不全が軽減されることを示した．またそ

のために心要な運動量はそれ程過大ではなく，積極的

に離床をすすめれば多くの患者で有効な結果を得れる

と考えられる．
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論 文 審 査 の 要 旨

 従来術後早期離床の重要性が認識されてはいるが，実際には十分には実施されていない．著者はこ

の点に着目し，成人開腹手術例について術後運動量の程度を万歩計を用いて計測し比較検討した．

 その結果，翌日トイレに行く程度の軽い運動による術後早期の運動量の多い例に術後肺機能は低下

が少なく，回復が早いことを明らかにした．

 本研究は学術上価値あるものと認める．
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